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細 野 英 里 子
１. はじめに
現代日本語において ｢雨が降りそうだ｣ のような､ いわゆる様態の ｢そうだ｣ という形
式が存在する｡ 本研究はこの ｢そうだ｣ のうち､ 否定的表現形式 (｢～そう [では／じゃ]
ない｣・｢～そうにない｣・｢～な (さ) そうだ(１)｣ の三形式) を中心に考察するものである｡
先行研究では ｢そうにない｣ は予測に､ ｢な (さ) そう｣ は現在の様子 (〈様態〉用法)
に重点を置く文で用いられるとする論が多い｡ また一般に､ 形容詞接続時は ｢～そう [で
は／じゃ] ない｣ や ｢～な (さ) そうだ｣､ 動詞接続時は ｢～そうにない｣ の形をとるこ
とが多いとされるが､ 動詞接続の場合にも ｢～な (さ) そうだ｣ が使用され､ 特に若年層
においてその勢力が拡大する傾向にあるとする研究 [野田 (2003)] が見られた｡
本研究では ｢そうだ｣ 本来の意味・用法を整理した上で､ 上記の否定的表現形式３種類
と ｢そうだ｣ の用法との対応関係を考察し､ 用法・世代によってその選択傾向に差が出る
のか検証する｡ 特に､ 動詞接続における ｢～な (さ) そうだ｣ の勢力拡大の傾向が見られ
た場合､ これまで動詞接続の ｢～そうにない｣ が担ってきた領域に対して ｢～な (さ) そ
うだ｣ がどのように進出しているのか考察する｡
なお､ 本文中の用例は先行研究からの引用である｡ 掲載されているページ数を用例の後
に ( ) で示した｡
２. 先行研究
本研究に関わる先行研究のうち､ 森田富美子 (1990)・森田良行 (1980)・大場 (1999)・
菊地 (2000) による ｢そうだ｣ の用法分類を次ページの表１にまとめた｡ 菊地 (2000) 以
外の３名の各用法はおおまかに対応させることができた一方で､ 菊地 (2000) の分類は他
３名の複数の用法に跨っているものもあり､ 表上では明確に区分しきれなかったが､ 概ね
次のような区分になると考えられる｡
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２.１.大場 (1999)
大場 (1999) は森田富美子 (1990) の ｢そうだ｣ の用法分類を参考に､ ｢そうだ｣ を〈推
測〉・〈様態〉・〈予測〉・〈寸前〉・〈非実〉の五つの用法に分類した｡ 以下､ 各用法の例文と
して挙げられていたものを抜粋する｡
(１) (地元の方言で話す人たちの中に一人だけ標準語の人を見つけて)
あの人は地元の人ではなさそうだ｡ (p.78)〈推測〉
(２) 新郎も新婦も本当に嬉しそうです｡ (p.78)〈様態〉
(３) 台風11号は､ 今夜半過ぎ､ 日本列島に上陸しそうです｡ (p.78)〈予測〉
(４) 棚からかばんが落ちそうだよ｡ (p.79)〈寸前〉
(５) こんなに緊張したのは初めてだよ｡ 口から心臓が飛び出しそうだ｡ (p.79)〈非
実〉 (下線は大場 (1999) による｡)
上述した五つの用法分類は ｢現実との関係｣ と ｢推量系の用法か描写系の用法か｣ とい
う二つの基準によってなされている｡ 前者の基準は ｢そうだ｣ で示される内容が､ 現存す
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【表１】研究者別 ｢そうだ｣ の用法分類
研究者名 用 法
森田富美子
(1990)
様態
(視覚的およ
び聴覚的)
推量 予測 形勢 寸前 非実
森田良行
(1980)
現在の視覚的
様態(形容詞・
形容動詞語幹
に接続)
現在の状況に
対する主観的
判断 (状態を
表す動詞等に
接続)
１) 目でとらえ
られない事柄・
状況
ａ) 他者から受
ける心理的印象
(動作動詞に接
続)
２) 目でとら
えられる事柄・
現象
１) 目でとら
えられない事
柄・状況
ｂ) 自身に関
する精神的・
生理的感覚
比喩的用法も
あり｡
大場(1999) 様態 推測 予測 寸前 非実
菊地(2000)
ケース４〈や
がて確認が得
られたとした
場合､ その局
面〉ではこう
言えるだろう
と思い描いて
述べる
ケース２〈自
分が直接経験
していない場
面〉を思い描
いて述べる
ケース１〈まだ現実のものとなっ
ていない次の局面 (次の絵)〉
を思い描いて述べる
ケース５〈仮
想世界〉を思
い描いて述べ
る
ケース３〈自分が直接経験し
ていない感情・感覚〉を､ 経
験したとすればこうだろうと
思い描いて述べる
る事態についてであるか､ 未来に起こる可能性がある事態についてであるか､ そのいずれ
でもなく現実にはあり得ない事態についてであるかによって分けられる｡ 後者の基準は文
意として ｢はっきりとは言えないがたぶんそうだろう｣ という心情に力点を置いているか､
単に眼前の様子の描写に力点を置いているかによって分けられる｡
◆用法分類の基準 [大場 (1999)]◆
・現実との関係 ：現存する事態 (＝現在) への言及 〈推測〉〈様態〉 ：起こる可能性がある事態 (＝未来) への言及 〈予測〉〈寸前〉 ：現実にはあり得ない事態 (＝反事実) への言及 〈非実〉
・推量系の用法か描写系の用法か
推量系：｢はっきりとは言えないがたぶんそうだろう｣ という含意あり 〈推測〉〈予
測〉
描写系：様子の描写に力点がある 〈様態〉〈寸前〉〈非実〉
これに基づけば､
(１) ＝ ＋推量系､ (２) ＝ ＋描写系､ (３) ＝ ＋推量系､ (４) ＝ ＋描写系､ (５)
＝  (描写系) ということになる｡
そして大場 (1999) は､ 各用法間の関係を考察した上で､ ｢そうだ｣ が各用法全体に亘っ
て有する元来の意味を新たに提示した｡ この ｢そうだ｣ の基本的意味を考える際の大まか
・・・
な方向性として､ 森田 (1980)・田野村 (1992)・大場 (1999) の三種類の論が挙げられて
いる｡ それが次の①～③である｡
① ｢そうだ｣ はもともと ｢様子の描写｣ の助動詞であるが､ それが何らかの条件下で推
量系の用法をもつようになる､ と説明する方向⇒森田 (1980)
② ｢そうだ｣ はもともと ｢推量｣ の助動詞であるが､ それが何らかの条件下で描写系の
用法を持つようになる､ と説明する方向⇒田野村 (1992)
③ ｢そうだ｣ はもともとある意味を表す助動詞であるが､ それが何らかの条件下で推量
系の用法になったり描写系の用法になったりする､ と説明する方向⇒大場 (1999)
ただし､ 大場は③の立場をとりながらも ｢そうだ｣ を ｢様子の描写｣ の助動詞として捉
える①の立場をかなり有効なものと認めており､ これを ｢否定する積極的な理由はない｣
と述べている｡ その上で､ 全ての用法を描写系と断定することは躊躇われ､ 推量系の用法
の存在を認めざるを得ない以上､ ③の立場に立つのが妥当であろうとしている｡
そして大場 (1999) は ｢そうだ｣ の基本的意味を次のように定義した｡
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話し手にとって非現実の事態に接続して､ その事態が現実と接近していることを述べる
上記の二重下線部 ｢非現実(２)の事態｣ は､ 現実との関わり方で以下のＡ) ～Ｃ) の三種
類が考えられ､ 先に用法分類の基準 [大場 (1999)] で述べた現実との関係 ～ と対応
している｡
Ａ) 未だ確認していないことであって現実ではない
Ｂ) 未だ起こっていないことであって現実ではない
Ｃ) 現実と反することを思い浮かべてみたのであって現実ではない
では､ ｢そうだ｣ の基本的意味に定義されていた ｢現実と非現実事態との近接性を述べ
る｣ 必要性はどのような場合に生ずるのか｡ それを二つに分けて示したのが以下のａ)､
ｂ) である｡ それぞれａ) は推量系用法の成立､ ｂ) は描写系用法の成立に繋がる｡
ａ) 現状から考えてその事態の成立の可能性が高いことを述べたい場合
→現状に直接言及せず､ わざわざ非現実の事態との近接性を述べることで､ その事態の
存在する可能性が高いことを示唆する
＝ ｢はっきり断言できないがたぶん～だろう｣ と述べることに繋がる
⇒推量系用法の成立
(６) このままでは､ 首相は辞任においこまれそうだ｡〈予測〉(p.91)
この例の場合の“現状”とは ｢首相が窮地に立たされている｣ ことであるが､ それを直
接述べるのではなく､ この“現状”と ｢首相の辞任｣ という (まだ現実ではない) 事態と
の間に時間的な近接性があると述べることによって､ ｢首相の辞任｣ が実際に起こる可能
性の高さを示唆しているのである｡
ｂ) 直接言及するのとは異なる方法で現状について述べたい場合
→把握した現状を直接述べるのではなく､ 近接する事態を持ち出す
→より効果的な描写表現が可能になる
⇒描写系用法の成立
(７) (ニコニコしている人を見て) ずいぶんうれしそうだね｡〈様態〉(p.92)
(８) (風呂の湯がほとんどいっぱいなのを見て) お湯があふれそうだよ｡〈寸前〉(p.92)
(９) (重い鞄を長い間もっていたので) 手がもげそうだ｡〈非実〉(p.93)
これらも同様に､ (７) は ｢ニコニコしている｣ 現状を直接述べず､ その様子が ｢うれ
しいという気持ちを抱いている｣ という (未確認の) 事態と近接していることを述べてお
り､ (８) は ｢風呂の湯がいっぱいまで入っている｣ と直接言わず､ その“現状”が ｢湯
があふれる｣ という (未実現の) 事態と近接していると述べている｡ この方が見たままを
言うよりも､ (７) は話し手が相手の気持ちを察していることを､ (８) は切迫した現状を
表現することができ､ より効果的なのである｡ (９) の〈非実〉についても､ ｢鞄が重い｣
という“現状”を述べるのに ｢手がもげそうだ｣ と言う方が誇張表現となり描写として効
果的だと説明できる｡
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ただし､ 大場 (1999) はこの推量系用法と描写系用法について､ ｢はっきり２つに分け
られるというのではなくて､ 推量と描写のどちらに重点が置かれているかという分類にす
ぎない｡ ゆえに､ １つの用法に両方の性格を認めることができる｣ としている｡
(10) このぶんでは､ 雪になりそうだ｡ (p.81)
この場合､〈予測〉ならこれからの天気について ｢たぶん雪になるだろう｣ という推量
を表し､〈様態〉なら今の雲行き・気温などが雪を予想させる様子をしているという描写
を表すというように､ 二通りに解釈できる｡
改めて ｢そうだ｣ の各用法の関係をまとめると表２のようになる｡
しかしながら､ 前述したように､ 大場 (1999) の考え方に基づくと分類上曖昧な例が出て
くることになるので､ この考え方を基礎としつつ本研究においてはある程度明確な基準を
設定したい｡
２.２. 野田 (2003)
野田 (2003) では ｢そうだ｣ の否定の形が複数あることに着目し､ その使い分けを問題
としている｡ ｢そうだ｣ の否定的表現形式に関する考察が含まれた研究である豊田 (1998)・
菊地 (2000) をまとめた上で､ 後述の問題点１) ～５) を指摘した｡ そして年代差・地域
差を含めた使い分けの選択傾向についてアンケート調査による検証を行っている｡
２.２.１. 豊田 (1998)
まず､ 豊田はこの論文の発表以前に､ 豊田 (1987) で ｢そうだ｣ の否定表現を以下のよ
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【表２】｢そうだ｣ の各用法の位置関係
Ａ) 現在で未だ確
認していないこと
である
Ｂ) 未来で起こる
可能性がある (未
成立な) 事態への
言及
Ｃ) 現実にはあり
得ない反事実への
言及
ａ) その事態の成
立の可能性が高い
ことを述べたい場
合
〈推測〉 〈予測〉 ⇒推量系用法
ｂ) 直接言及とは
異なる方法で現
状について述べた
い場合
〈様態〉 〈寸前〉 〈非実〉 ⇒描写系用法
〈出典：大場 (1999) p.94 一部を筆者により改編｡〉
(※この表の分類は単独終止用法に限る(３))
うに分類している｡ Ａ～Ｃは豊田 (1998) が小説・新聞などで用例を採集した形､ Ｄは採
集は出来なかったが解説書などでみられる形である｡ なお､ １.および２.のＡ～Ｄの記号
は豊田 (1998) が便宜的につけたものである｡
１.形容詞接続： ２.動詞接続：
１.Ａａ (問題が) なさそうだ ２.Ａ 降りそうに (も) ない
１.Ａｂ 面白くなさそうだ
１.Ｂ すまなさそうだ ２.Ｂ 降らなさそうだ
１.Ｃ すまなそうだ ２.Ｃ 降らなそうだ
１.Ｄ 面白そうではない ２.Ｄ 降りそうではない
｢そうだ｣ は形容詞・動詞に接続すると一種のナ形容詞になるため､ 否定表現は ｢～そ
うではない｣ となるのが普通のように考えられるが､ 実際に形容詞接続・動詞接続ともに
用例が最も多いのはそれぞれのＡの形である｡ 加えて､ 動詞接続にはＢ ｢～なさそうだ｣
の形も存在する｡ これを受けて豊田はこのＢの形は誤用ではないか､ 誤用でなければなぜ
用いられているのかを探るべく､ 用例採集および用法調査を行い､ 動詞接続のＡとＢ・Ｃ
の用法の違いを考察している｡ 以下､ 上記の１.Ａ～２.Ｄまでの接続と各否定表現との関
係についてまとめる｡
１. 形容詞接続
⇒理論上は ｢～そうでは [じゃ] ない｣ だが､ ｢～な (さ) そうだ｣ の形をとる例が多
い｡ ｢すまない｣ のような ｢ない｣ のつく形容詞は ｢なさそうだ｣ か ｢なそうだ｣ かで形
に揺れが見られる｡ これは ｢ない｣ の介在による現象で､ ｢１.Ｂすまなさそうだ｣ のよう
に ｢さ｣ が挟まる時は形容詞 ｢すまない｣ を ｢すむ｣ と ｢ない｣ の２語と捉え､ 非存在の
｢ない｣ が意識されており､ ｢１.Ｃすまなそうだ｣ のように ｢さ｣ が落ちる時は ｢すまな
い｣ を１語の形容詞として捉える意識が働いている｡
また ｢なさそうだ｣・｢なそうだ｣ 間に意味の差は認められず､ 使い分けは個人差や語に
よる差がある｡
２.動詞接続
豊田 (1998) は動詞接続の場合に ｢な (さ) そう｣ を使うか ｢そうに (も) ない｣ を使
うかについて日本人の用法調査(４)を行い､ そこで得られた使用比率をもって､ ｢な (さ)
そう｣ と ｢そうに (も) ない｣ の使い分けの傾向を三種類に分類した｡ その三つの傾向と
それぞれに属す調査結果を抜粋して示す｡ 例文の選択肢の ( ) 内は使用比率を表してい
る｡
① ｢なさそうだ｣ が優勢な (比率になる) 場合：眼前の様子に重点がある文｡
(11) 赤ちゃんまだ飲みたいみたい｡ 何だか
{ｂ足りなさそうな (66％) [なそうな (59％)] ／ｃ足りそうもない (34％)} 顔してる
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ね｡
②どちらも同じように使われる (比率になる) 場合：これから起こることを予測するよう
であるが ｢この様子だと｣ のように眼前のことを述べる表現も交じる｡
(12) この様子だと､ あの車当分ここを
{ｂ動かなさそうだ｡ (52％) [なそうだ｡ (８％)] ／ｃ動きそうもない (48％)}｡ 他の
道へ行きましょうか｡
③ ｢そうにない｣ が優勢な (比率になる) 場合：これから起こることの予測に重点がある
文｡
(13) 変な質問ばかりで､ すぐには
{ｂ答えられなさそうな (27％) [なそうな (20％)] ／ｃ答えられそうにない (100％)}
問題ばかりだ｡
(14) お客さん何人ぐらい来るかしら｡ ビールこれだけあるけど､ これだけじゃどうも
{ｂ足りなさそうだ (62％) [なそうだ (59％)] ／ｃ足りそうもない (93％)} から､ も
う少し注文しましょう｡
これをさらに別の方法で確かめたのが､ 次の２グループの動詞にそれぞれ ｢な (さ) そ
う｣ と ｢そうにない｣ を接続させてみるというものである｡
(ア) 現在形で現在のことを表す動詞グループ… ｢分かる｣ ｢読める｣ 等
(イ) 現在形で動作・作用がこれから行われることを表す動詞グループ… ｢建てる｣ ｢結婚
する｣ 等
(ア) 彼はこの字が分からな (さ) そうだ 彼はこの字が分かりそうにない
彼はこの字が読めな (さ) そうだ 彼はこの字が読めそうにない
(イ) ？彼はこの家を建てな (さ) そうだ 彼はこの家を建てそうにない
？彼は結婚しな (さ) そうだ 彼は結婚しそうにない
豊田 (1998) は ｢な (さ) そう｣ は (ア) の動詞には違和感が無いが (イ) の動詞では
何となく落ち着かないと指摘し､ このことは ｢な (さ) そう｣ と ｢そうにない｣ 二つの形
の使い方が､ 接続する動詞が現在形のときに表す意味によって左右されることを示唆して
いるという｡ ｢そうだ｣ は現在の様子から推測の意味を表す言葉である｡ 形容詞は現在の
ことを表すので ｢そうだ｣ が接続する場合は ｢なさそう｣ で一定する｡ 一方､ 動詞は一般
的に基本形 (＝終止形) で未来のことを表すため､ 多くは ｢そうにない｣ になるが､ 現在
を表す場合や状態性の強い動詞の場合は､ 形容詞のような ｢なさそう｣ という形が用いら
れることになると解釈できる｡ 動詞が未来のことを表すものなら､ 動詞の連用形から ｢そ
う｣ に接続し ｢ない｣ と続く ｢そうにない｣ に､ 現在のことを表すものなら､ 動詞のナイ
形から ｢そう｣ に接続する ｢なさそう｣ となる｡
⇒動詞接続時… ｢そうにない｣ が基本だが､ ｢な (さ) そうだ｣ も見られる｡
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｢そうにない｣ ＝予測に重点あり ｢なさそう｣ ＝現在の様子に重点あり
ただし､ 動詞が (ア)・(イ) の性質であっても､ その他の要素が加わったためにある意
味が強調される文脈なら､ 文脈が形の選択に優先される｡ その根拠として､ 先程の用法調
査の例文 (11) と (14) では､ 同じ ｢足りない｣ を用いた文でも眼前の様子をいう (11)
では ｢なさそう｣ が､ 予測的な意味の (14) では ｢そうにない｣ が､ より高い比率を示し
ていることが挙げられる｡
１.Ｄ・２.Ｄ ｢形容詞／動詞｣ ＋ ｢そうでは [じゃ] ない｣
→この形は一種のナ形容詞になるので､ 理論的には否定表現は ｢そうではない｣ のよう
に思われるが､ あまり用例が見つからなかった｡ 用法調査の結果は次のようになって
いる｡
⇒イ形容詞よりナ形容詞の方が ｢そうではない｣ の選択率が高い｡
⇒イ・ナ形容詞で､ 眼前の描写でなく想像の意味が強い文は ｢そうではない｣ の比率が
低い｡
⇒動詞の場合は ｢そうではない｣ が ｢そうにない｣ より優勢であることはほぼ無い｡
２.２.２. 菊地 (2000)
菊地 (2000) が定める ｢そうだ｣ の基本的意味を基に示された､ 動詞＋ ｢そうだ｣ の否
定的表現形式の差異と､ それぞれに相応しい使用場面は次の通りである｡ 動詞は ｢降る｣
を例として用いている｡
・｢降りそうにない｣
《〈次の絵〉として ｢降る｣ 図はまず思い描けない (状態である)》意｡ ｢降りそうだ｣ の
対極的否定｡ ｢そうだ｣ の否定形としておそらく最も頻用される｡
→空に一片の雲もない快晴の場合｡ ｢降るという予報だったが｣ ／ ｢降ってほしいのだ
が｣ という場合 (｢降る｣ 図があり得るかどうかが多少なりとも話者の関心の対象に
なっている必要があるため)｡
・｢降りそうではない｣
《｢降りそうである｣ か否かというと､ 否である》意｡ ｢降りそうだというわけではない｣
と言うのに近い｡ ｢降りそうだ｣ と ｢降りそうにない｣ の中間を広く指し得る｡ 使用頻
度が低い｡
→出がけに空を見て傘を持って行こうとする夫に､ 妻が ｢雨が降りそうなの？｣ と問い
かけ､ 夫が答えるような場合｡ (これも ｢降る｣ かどうかが関心の対象となる必要が
あり､ かつ ｢降りそうだ｣ という可能性がひとまず念頭に置かれた上でこれを否定す
るという条件が望ましい｡ )
・｢降らな (さ) そうだ｣
―  ―
〈  〉
《〈次の絵〉として ｢降らない｣ という図が思い描ける》意｡ つまり､ ｢『そうだ』 の否定
形｣ ではない｡
→空を見て､ 快晴というわけではないが ｢この様子なら､ まあ降らなそうだ｣ と言った
り､ 天気図を見て ｢明日は降らなそうだ｣ と言ったりする場合｡
また､ 形容詞・形容動詞の例として ｢寒そうではない｣ と ｢寒くなさそうだ｣ の関係も
｢降りそうではない｣ と ｢降らな (さ) そうだ｣ の関係とおおよそ並行的に捉えられると
している｡
２.２.３. 問題提起
野田 (2003) は､ 豊田 (1998)・菊地 (2000) をふまえて以下の五つの問題点を挙げ､
地域差を含め明らかにしようとしている｡
１) ｢ない｣ 型形容詞に接続する場合､ ｢なさそうだ｣ と ｢なそうだ｣ は､ どちらが選択
されやすいのか｡ 動詞に接続する場合はどうか｡
２) 豊田 (1998) も菊地 (2000) も､ 動詞の場合は ｢そうに (も) ない｣ が基本だとし
ているが､ 若年層では ｢な (さ) そうだ｣ の選択が多いのではないか｡
３) 菊地 (2000) のケース１～５では､ どの否定形が選択されやすいのか｡
４) 菊地 (2000) は､ それぞれの否定形について自然に用いられる文脈を挙げているが､
実際にその形が選択されるのか｡
５) ｢そうではない｣ は､ おうむ返しの場面に限って用いられるのか｡ (p.135)
２.２.４. ｢そうではない｣ の用例分析
野田 (2003) では ｢そうではない｣ を採集できた用例は12例で､ 動詞に接続する例はわ
ずか2例と非常に少ない｡ しかし､ 採集した用例の中に ｢[Ｐ→Ｑ] の推論を否定するもの｣
が多く見られたことを指摘している｡ 以下に例を引用する｡
(15) この人々はほとんど裸で､ 体じゅういたるところに傷痕をつけて模様をかき､ ま
た入墨をしていました｡ 手首や足首には鉄の環をはめていました｡ 目は三角につり上っ
て､ 唇はあつくつき出ていました｡ しかし､ なかなか礼儀も正しく､ おだやかで､ べ
つに乱暴をはたらきそうではありませんでした｡
(竹山道雄 ｢ビルマの竪琴｣ 『CD-ROM 版新潮文庫の100冊』 1995 新潮社) (p.135)
この例では ｢Ｐ (風貌) から考えて､ Ｑ (乱暴をはたらきそうだ)｣ という文脈が否定
されている｡ このような [Ｐ＋逆接表現 (｢しかし｣ ｢のに｣ など) ＋Ｑ＋否定] の形をと
る用例が12例中６例と､ 半数を占める｡ また､ 否定のパターンとして､ (16) のように
[Ｑ (～そう) 否定＋ ｢のに｣ ＋Ｐ] の形で ｢ＱならばＰも当然だが､ 実際は､ Ｑではな
いのにＰである｣ という､ 自らの仮定を否定する場合もある｡
(16) 例えば､ 時間稼ぎのために､ 相手に倒されれば大して痛そうではないのに､ いっ
―  ―
〈  〉
たんピッチ外に出たり､ 自陣でじっくりボールを回したりした｡ 米国は焦りを募らせ
ていく｡ (CD-毎日新聞2000) (p.137)
２.２.４. アンケート調査
野田 (2003) のアンケート調査文と調査結果を示す｡
▼対象：全国４地域 (東北・関東・近畿・九州) の大学生・専門学校生526名
[東北] 秋田大学学生 (東北地方出身者) 100名 (調査時期：2002年12月)
内訳：秋田県82名､ 宮城県６名､ 岩手県５名､ 山形県４名､ 青森県２名､ 福島県１名
[関東] 共立女子大学学生 (関東地方出身者) 59名 (調査時期：2002年12月・2003年１
月)
内訳：東京都24名､ 埼玉県13名､ 神奈川県11名､ 千葉県８名､ 茨城県２名､ 群馬県１名
[近畿] 神戸学院大学学生・四天王寺国際仏教大学学生・京都外国語大学学生 (近畿地
方出身者) 224名 (調査時期：2002年10月・2003年６月)
内訳：兵庫県111名､ 大阪府80名､ 和歌山県13名､ 京都府９名､ 奈良県９名､ 滋賀県２
名
[九州] 鹿児島大学学生・鹿児島純心女子大学学生・鹿児島医療技術専門学校学生 (九
州出身者) 143名 (調査時期：2002年12月・2003年１月)
内訳：鹿児島県113名､ 福岡県８名､ 熊本県７名､ 宮崎県７名､ 長崎県４名､ 大分県３
名､ 佐賀県１名
▼調査文
[１] あの映画､ {つまらなさそう／つまらなそう} だね｡
[２] なんか､ {もの足りなさそう／もの足りなそう} だけど､ だいじょうぶ？
[３] そんなに {すまなさそう／すまなそう} にしなくていいよ｡
[４] この仕事､ 今日中には {すまなさそうだ／すまなそうだ／すみそうじゃない／す
みそうにない} なあ｡
[５] この仕事､ 今日中には {できなさそうだ／できなそうだ／できそうじゃない／で
きそうにない} なあ｡
[６] こんなに天気のいい日曜日だと､ あいつは家には {いなさそうだ／いなそうだ／
いそうじゃない／いそうにない} なあ｡
[７] この服は､ 私には {似合わなさそうだ／似合わなそうだ／似合いそうじゃない／
似合いそうにない}｡
[８] あの人となら､ ずっといっしょにいても､ {退屈しなさそうだ／退屈しなそうだ／
退屈しそうじゃない／退屈しそうにない}｡
[９] (晴れた空を見て)
今日は降水確率80％だったんだけど､ このぶんじゃ {降らなさそうだ／降らなそうだ
／降りそうじゃない／降りそうにない} な｡
[10] (天気図を見て)
―  ―
〈  〉
明日は {降らなさそうだ／降らなそうだ／降りそうじゃない／降りそうにない} な｡
[11] (曇り空なので､ Ｂが傘を持って出かけようとしたときに)
Ａ ｢雨が降りそうなの？｣
Ｂ ｢いや､ {降らなさそうだ／降らなそう／降りそうじゃない／降りそうにない} け
ど､ ちょっと曇ってるんだ｣
[12] 補導した少年は話してみるとおだやかで､ 悪いことなど {しなさそうだった／し
なそうだった／しそうではなかった／しそうになかった}｡
回答者には､ { } の選択肢の中から､ もっとも自然だと思うものを､ それぞれの文に
ついて１つ選んでもらう方式をとる｡ 調査文の各項目で確認する内容は以下の通りである｡
[１] ～ [３]：｢ない｣ 型形容詞に ｢そうだ｣ が接続したときの ｢さ｣ の有無
[４]：動詞 ｢すむ｣ を用いての､ [３] との比較
[５] ～ [12]：動詞に接続する ｢そうだ｣ の否定形の選択傾向
▼調査結果 [野田 (2003) pp.140-142 図１～12]
―  ―
〈  〉
[図１：つまらない (｢ない｣ 型形容詞)] [図２：もの足りない (｢ない｣ 型形容詞)]
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[図３：すまない (｢ない｣ 型形容詞)] [図４：すむ (動詞・予想)]
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[図５：できる (動詞・ケース１・予想)] [図６：いる (動詞・ケース２)]
35.7
22.3
22
23
25.1
2.7
35.6
41
5.6
5.8
0
1
33.6
69.2
42.4
35
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
49.7
44.6
33.9
27
30.8
5.4
47.5
55
6.3
4.5
1.7
0
13.3
45.5
16.9
18
0% 20% 40% 60% 80% 100%
[図７：似合う (動詞・ケース４)] (図８：退屈する (動詞・ケース５)]
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[図９：降る (動詞・｢そうにない｣ 文脈)] [図10：降る (動詞・｢な (さ) そうだ｣ 文脈)]
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２.２.５. 野田 (2003) の分析
▼ ｢なさそうだ｣ と ｢なそうだ｣ 間の選択傾向
・｢ない｣ 型形容詞 [図１～３参照]
… ｢なさそうだ｣ ｢なそうだ｣ 間における ｢なさそうだ｣ の選択率
＝近畿のみ選択率が高い｡ 他３地域では ｢なそうだ｣ の選択率が高く､ 最も高いのは東
北である｡
・動詞 [図４～12参照]
…４形式中の ｢なさそうだ｣ の選択率
＝東北がやや低い｡ 西日本が比較的高い (近畿が特に高いわけではない)｡
…４形式中の ｢なそうだ｣ の選択率＝近畿が他3地域に比べかなり低い｡
… ｢なさそうだ｣・｢なそうだ｣ 間における ｢なさそうだ｣ の選択率
＝近畿で選択されやすい｡
… ｢なさそうだ｣・｢なそうだ｣ 間における ｢なそうだ｣ の選択率
＝東北では ｢なそうだ｣ が比較的選択されやすい｡
… ｢なさそうだ｣・｢なそうだ｣ 間における ｢なさそうだ｣ の選択率 (動詞の種類別)
＝ ｢いる｣ (図６)､ ｢退屈する｣ (図８)､ ｢する｣ (図12) において多い｡
⇒ ｢な (さ) そうだ｣ の前が ｢いる｣ ｢する｣ といった1拍の短い動詞の場合には ｢なさ
そうだ｣ が選択されやすいと考えられる｡
▼動詞接続の場合の基本は ｢そうにない｣ であるか否か [図４～12参照]
近畿のみ､ 図12以外の全ての場合において ｢そうにない｣ の選択率が最も高い｡ 一方､
東北・関東・九州の３地域は､ 図４ ｢すむ (済む)｣ を除く全ての場合において ｢な (さ)
そうだ｣ の選択率が50％を超えている｡
⇒野田 (2003) は ｢若年層 (大学生・専門学校生) では､ 動詞の場合でも､ ｢そうにな
い｣ が圧倒的によく用いられているというわけではなく､ ｢な (さ) そうだ｣ の勢力
がかなり強いと言える｡｣ と述べている｡
―  ―
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[図11：降る (動詞・｢そうではない｣ 文脈)] [図12：する (動詞・｢そうではない｣ 文脈)]
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▼ケース1・2・4・5の ｢そうだ｣ の否定 [図４～８参照]
菊地 (2000) のケース１・２・４・５に該当すると思われる ｢そうだ｣ について､ 否定
的表現形式の選択に違いがあるのかどうかを見たものである｡
・｢すむ (済む)｣ (図４)・｢できる｣ (図５)
… ｢そうにない｣ の選択率が高い｡ それ以外は各ケースの差は明確でない｡
・図６～８…東北・関東・九州の3地域で ｢な (さ) そうだ｣ の選択率が80％を超えてい
る｡
⇒これに対し野田 (2003) は ｢否定形の選択傾向を見る限りでは､ 予想を表すケース１
とそれ以外のケースとは､ 異なる｡ ケース２の〈自分が直接経験していない場面〉で
あっても､ ケース４の〈やがて確認が得られたとした場合､ その局面〉であっても､
ケース５の〈仮想世界〉であっても､ 少なくとも､ それらが否定される場合には､ 事
物の様子を描写することに重点があり､ 様態的である｡ そのため､ 事態が実現するか
否かに重点がある ｢予想｣ とは異なり､ ｢な (さ) そうだ｣ が選択されやすいのだと
考えられる｣ としている｡
▼各否定的表現形式が用いられやすい文脈 [図９～12参照]
菊地 (2000) で ｢そうにない｣ ｢な (さ) そうだ｣ ｢そうではない｣ がそれぞれ用いられ
やすいとされている文脈を参考に作成された質問文 [９] ～ [12] によって､ 実際に当該
の各否定的表現形式が用いられやすいかを見たものである｡
・図９… ｢そうにない｣ が用いられやすい文脈→ ｢晴れた空を見て｣ (状況の提示) ＋
｢降水確率は80％だったんだけど｣ (前提の言語化)
＝東北・関東・九州では ｢な (さ) そうだ｣､ 近畿では ｢そうにない｣ の選択率が高い
・図10… ｢な (さ) そうだ｣ が用いられやすい文脈→ ｢天気図を見て｣ (状況の提示)
＝図９との違いがほとんど見られない
・図11… ｢そうではない｣ が比較的用いられやすい文脈→ ｢おうむ返し｣ の文
＝指摘通り､ 他に比べて ｢そうではない｣ の選択率が高い
・図12…推論の否定を表す ｢そうではない｣ が用いられると予想される文脈
＝図４～10より ｢そうではない｣ の選択率が高く､ 特に近畿で選択率が高い
⇒ ｢そうではない｣ は ｢おうむ返し｣ のときばかりでなく､ 推論の否定の際にも選択さ
れる｡
▼まとめ (pp.144-145)
１) ｢なさそうだ｣ と ｢なそうだ｣ の間での選択傾向
近畿の若年層では ｢なさそうだ｣ が選択されやすく､ ｢なそうだ｣ が選択されにく
い｡
２) ｢な (さ) そうだ｣ ｢そうにない｣ ｢そうではない｣ の３形式間での選択傾向
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ａ) 動詞の場合､ 近畿の若年層では､ ｢そうにない｣ が選択されやすいが､ 東北・関
東・九州の若年層では､ ｢な (さ) そうだ｣ が選択されやすい｡
ｂ) 動詞で､ 予想を表す場合には､ 様態的な場合に比べると､ ｢そうにない｣ が選択
されやすい｡
ｃ) ｢そうではない｣ は､ おうむ返しの場合や､ 推論の否定の場合には､ 比較的選択
されやすい｡
上記の結果を受けて野田 (2003) は､ １) や２ａ) に示されている通り､ 従来 ｢そうだ｣
の否定について問題とされることの少なかった ｢地域差｣ が見られたことに注目しながら
も､ 更なる検証の必要性を述べるに止めている｡
また､ ２ａ) に関して､ ｢少なくとも若年層においては､ 動詞だけに用いられてきた
『そうにない』 の勢力が落ちつつあり､ 『な (さ) そうだ』 の勢力範囲が拡大しつつあるも
のと｣ 見ており､ それを品詞による使い分けが失われ､ 規則が単純化していく方向への変
化だと捉えて､ 今後もこの方向の変化が進んでいく可能性があると述べている｡
３. 問題の所在
３.１. ｢そうだ｣ の各否定的表現形式と用法の対応関係
先行する諸研究において ｢そうだ｣ の意味と接続する品詞との関係については大まかに
一致した見解が得られるものの､ 各否定的表現形式が ｢そうだ｣ のどの用法と対応するか
は十分に明らかとなっていないため､ これを考察していくことが求められる｡
まず､ 筆者は先行の諸研究の整理・分析から､ ｢そうだ｣ の基本的意味は事物の“様子”
について述べる描写系用法を基盤とするのが妥当と考える｡ 故に､ 基本的意味が描写系用
法を根幹とするならば､ ｢そうだ｣ の単純否定であると言える ｢そうではない｣ もまた描
写系用法の〈様態〉を担う(５)と考えられそうである｡ この仮説に対しては､ 動詞接続の
｢そうでは [じゃ] ない｣ が〈様態〉を表すと証明するか､ ｢そうでは [じゃ] ない｣ が形
容詞につく例が殆ど､ もしくは動詞につかないということを証明する必要がある｡
次に動詞接続だが､ 動詞の終止形は未来を表すのが基本であり､ 動詞＋ ｢そうだ｣ は単
に眼前の様子を描写するのではなく ｢ある事態が起こる可能性がある状態｣ を示すため､
意味に ｢予測性｣ が含まれる｡ すると､ 一般に動詞接続の否定的表現形式とされてきたの
は ｢そうにない｣ であるので ｢そうにない｣ も ｢予測性｣ を持つということになる｡ 大場
(1999) の分類で ｢予測性｣ を有するのは､ ｢現状から考えてその事態の成立の可能性が高
い｣ ことを述べる推量系用法とされる〈推測〉・〈予測〉である｡ よって､ ｢そうにない｣
は〈推測〉・〈予測〉の推量的用法２領域を担うという仮説を立てる｡
最後に､ ｢な (さ) そうだ｣ は ｢そうだ｣ の否定的表現において存在する〈推測〉・〈予
測〉・〈様態〉の全領域をカバーできるという仮説が立てられる｡ そもそも ｢な (さ) そう
だ｣ は厳密には ｢『そうだ』 の否定形｣ ではなく､ 現在 ｢(形容詞・形容動詞・動詞で表さ
れる) ある事態が成立しない｣ ことが推測されるような現状である､ と判断する肯定形の
ため､ 全ての領域に適用できるオールマイティーな性質を持つと考えられるからである｡
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３.２. 動詞接続時の ｢そうにない｣ 類と ｢な (さ) そうだ｣ の選択傾向
野田 (2003) によれば､ ｢そうだ｣ は一般に動詞接続時は ｢～そうにない｣ の形 (以下
｢『そうにない』 類｣ と呼ぶ) をとるが､ 動詞接続の場合でも ｢～な (さ) そうだ｣ の形を
とる例があり､ それは若年層において勢力拡大の傾向があるという｡ しかし､ アンケート
調査の対象がはじめから若年層のみであり､ 世代差に言及するにはデータが不足している｡
世代差を見るには､ 野田 (2003) では調査の対象とされていない若年層以外､ すなわち30
代以上も対象とした調査を行う必要があるであろう｡
よって､ 本研究では､ 大場 (1999) の分類を基盤に ｢そうだ｣ の意味・用法を整理した
上で､ それらと各否定的表現形式との対応関係を考察する｡ また､ 実際に用法・世代によっ
て形式の選択傾向に差が出るのか調査し､ 特に動詞接続における ｢な (さ) そうだ｣ の勢
力拡大に関して仮にそのような傾向が見られた場合は､ これまで ｢そうにない｣ 類が担っ
てきたと考えられる意味・用法に対し ｢な (さ) そうだ｣ がどのように進出しているのか
を考察する｡
４. アンケート調査
野田 (2003) では動詞接続時の ｢そうにない｣ と ｢な (さ) そうだ｣ の選択傾向に関し
て若年層のデータのみで考察していた｡ このことを踏まえ､ 本研究では世代別データを得
るためのアンケート調査を行った｡ 内容は以下の通りである｡
４.１. 内容
▼対象：男女110名 [内訳…10～20代 (若年層)：55名､ 30～40代及び50代以上(６)：55名]
▼調査時期：2012年10月～12月
▼方式：選択肢方式｡ { } 内の選択肢のうち､ 実際に自分が言う場合に最も自然だと感
じられるものを一つ選択してもらう｡
▼調査文
[１] 向こうに立っている木の柵は古くなって {危なさそう／危なそう} だから､ 近づい
ちゃだめだよ｡
[２] あの映画､ {面白くなさそうだ／面白そうでは (じゃ) ない} ね｡
[３] 彼女､ もうすぐ結婚するっていうのに全然 {嬉しくなさそうな／嬉しそうでは (じゃ)
ない} のよ｡
[４] この本､ {つまらなさそう／つまらなそう} じゃない？
[５] さっきあんなに食べたのにまだ {もの足りなさそう／もの足りなそう} だね｡
[６] ｢花びんを割ってしまったんです｣ と彼は {すまなさそう／すまなそう} に言った｡
[７] 君が入院したって聞いて､ 気を紛らわすものが無いだろうと思ったからＤＶＤを持っ
てきたけど､ 案外 {退屈そうでは (じゃ) ない／退屈では (じゃ) なさそうだ} ね｡
[８] うちの高校は校則が厳しくてあまり {自由そうでは (じゃ) ない／自由では (じゃ)
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なさそうだ} って言われるけど､ 実際はそうでもないよ｡
[９] この仕事､ 今日中には
{すまなさそうだ／すまなそうだ／すみそうでは (じゃ) ない／すみそうにない} な
あ｡
[10] この仕事､ 今日中には
{できなさそうだ／できなそうだ／できそうでは (じゃ) ない／できそうにない} な
あ｡
[11] この仕事､ 今日中には
{終わらなさそうだ／終わらなそうだ／終わりそうでは (じゃ) ない／終わりそうに
ない} なあ｡
[12] こんなに天気のいい日曜日だと､ あいつは家には
{いなさそうだ／いなそうだ／いそうでは (じゃ) ない／いそうにない} なあ｡
[13] この服は､ 私には
{似合わなさそうだ／似合わなそうだ／似合いそうでは (じゃ) ない／似合いそうに
ない}｡
[14] この服は可愛いけど､ 私には
{似合わなさそうな／似合わなそうな／似合いそうでは (じゃ) ない／似合いそうに
ない} デザインだから買うのはやめておくよ｡
[15] あの人となら､ ずっといっしょにいても､
{退屈しなさそうだ／退屈しなそうだ／退屈しそうでは (じゃ) ない／退屈しそうに
ない}｡
[16] (晴れた空を見て)
当分雨は {降らなさそうだ／降らなそうだ／降りそうでは (じゃ) ない／降りそうに
ない} な｡
[17] (晴れた空を見て)
今日は雲一つ無くて､ 雨は
{降らなさそうな／降らなそうな／降りそうでは (じゃ) ない／降りそうにない} 空
だなあ｡
[18] (天気図を見て)
明日は {降らなさそうだ／降らなそうだ／降りそうでは (じゃ) ない／降りそうにな
い} な｡
[19] (曇り空なので､ Ｂが傘を持って出かけようとしたときに)
Ａ ｢雨が降りそうなの？｣
Ｂ ｢いや､ {降らなさそうだ／降らなそうだ／降りそうでは (じゃ) ない／降りそう
にない} けど､ ちょっと曇ってるんだ｣
[20] さっき補導した少年と話してみたけれど､ 穏やかで､ 悪いことなんて
{しなさそうだった／しなそうだった／しそうでは (じゃ) なかった／しそうになかっ
た} よ｡
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[21] 彼はどうやらこの漢字が
{分からなさそうだ／分からなそうだ／分かりそうでは (じゃ) ない／分かりそうに
ない}｡
[22] 彼はどうやらこの漢字が
{読めなさそうだ／読めなそうだ／読めそうでは (じゃ) ない／読めそうにない}｡
[23] 職場のみんなが言うには､ 彼はマイホームを
{建てなさそうだ／建てなそうだ／建てそうでは (じゃ) ない／建てそうにない}｡
[24] 彼は {結婚しなさそうだ／結婚しなそうだ／結婚しそうでは (じゃ) ない／結婚し
そうにない} ね｡
[25] 彼は本当にここで秘密を打ち明けたんですか？ここは人通りも多いし賑やかだから､
あんな重要な秘密を {話さなさそうな／話さなそうな／話しそうでは (じゃ) ない／
話しそうにない} のに｡
４.２. 調査結果
アンケートの結果を質問項目ごとに示す｡ 表の番号はアンケートの質問項目番号と一致
している｡
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[１]危ない 10～20代 30～40代・50代以上 [２]面白い 10～20代 30～40代・50代以上
なさそう 13% 13% なさそう 80% 76%
なそう 87% 87% そうでは(じゃ)ない 20% 24%
[３]嬉しい 10～20代 30～40代・50代以上 [４]つまらない 10～20代 30～40代・50代以上
なさそう 58% 33% なさそう 33% 35%
そうでは(じゃ)ない 42% 67% なそう 67% 65%
[５]もの足りない 10～20代 30～40代・50代以上 [６]すまない(形) 10～20代 30～40代・50代以上
なさそう 56% 53% なさそう 31% 51%
なそう 44% 47% なそう 69% 49%
[７]退屈だ 10～20代 30～40代・50代以上 [８]自由だ 10～20代 30～40代・50代以上
なさそう 71% 62% なさそう 78% 80%
そうでは(じゃ)ない 29% 38% そうでは(じゃ)ない 22% 20%
[９]すむ(動詞) 10～20代 30～40代・50代以上 [10]できる 10～20代 30～40代・50代以上
なさそう 15% 4% なさそう 35% 11%
なそう 24% 5% なそう 16% 7%
そうでは(じゃ)ない 3% 22% そうでは(じゃ)ない 5% 15%
そうにない 58% 69% そうにない 44% 67%
[11]終わる 10～20代 30～40代・50代以上 [12]いる 10～20代 30～40代・50代以上
なさそう 29% 15% なさそう 42% 16%
なそう 38% 7% なそう 35% 9%
そうでは(じゃ)ない 2% 9% そうでは(じゃ)ない 1% 15%
そうにない 31% 69% そうにない 22% 60%
各項目で確認する内容および結果の分析
[１]：形容詞接続時の ｢そうだ｣ の形
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[13]似合う(１) 10～20代 30～40代・50代以上 [14]似合う(２) 10～20代 30～40代・50代以上
なさそう 35% 18% なさそう 29% 0%
なそう 47% 22% なそう 47% 27%
そうでは(じゃ)ない 3% 18% そうでは(じゃ)ない 9% 26%
そうにない 15% 42% そうにない 15% 47%
[15]退屈する 10～20代 30～40代・50代以上 [16]降る(１) 10～20代 30～40代・50代以上
なさそう 55% 40% なさそう 37% 18%
なそう 36% 14% なそう 37% 20%
そうでは(じゃ)ない 4% 11% そうでは(じゃ)ない 4% 11%
そうにない 5% 35% そうにない 22% 51%
[17]降る(２) 10～20代 30～40代・50代以上 [18]降る(３) 10～20代 30～40代・50代以上
なさそう 23% 22% なさそう 40% 26%
なそう 35% 14% なそう 40% 16%
そうでは(じゃ)ない 7% 11% そうでは(じゃ)ない 4% 11%
そうにない 35% 53% そうにない 16% 47%
[19]降る(４) 10～20代 30～40代・50代以上 [20]する 10～20代 30～40代・50代以上
なさそう 28% 9% なさそう 33% 11%
なそう 36% 22% なそう 11% 4%
そうでは(じゃ)ない 18% 29% そうでは(じゃ)ない 14% 40%
そうにない 18% 40% そうにない 42% 45%
[21]分かる 10～20代 30～40代・50代以上 [22]読める 10～20代 30～40代・50代以上
なさそう 45% 36% なさそう 55% 38%
なそう 40% 33% なそう 25% 18%
そうでは(じゃ)ない 9% 7% そうでは(じゃ)ない 11% 15%
そうにない 6% 24% そうにない 9% 29%
[23]建てる 10～20代 30～40代・50代以上 [24]結婚する 10～20代 30～40代・50代以上
なさそう 36% 16% なさそう 49% 15%
なそう 19% 4% なそう 13% 0%
そうでは(じゃ)ない 9% 20% そうでは(じゃ)ない 7% 20%
そうにない 36% 60% そうにない 31% 65%
[25]話す 10～20代 30～40代・50代以上
なさそう 16% 0%
なそう 31% 6%
そうでは(じゃ)ない 13% 38%
そうにない 40% 56%
… ｢危ない｣ ＋ ｢そうだ｣ で ｢危なそう｣ となるのが普通｡
通常の形容詞接続の形を確認すると共に､ [４] ～ [６] の ｢ない｣ が付く形容詞・連
語と対比させるため､ 音声上 ｢ない｣ で終わる形容詞 ｢危ない｣ に接続し ｢なさそうだ｣・
｢なそうだ｣ 間の選択を見る｡
結果・分析 今回偶然にも両世代ともに回答の割合が同じになった｡ やはり一般的な形で
ある ｢危なそうだ｣ が圧倒的に多い｡ しかし､ ｢危なさそうだ｣ を選択した人も両世代合
わせて16人 (10代・20代＝７人､ 30～40代・50代以上＝９人) いた｡ 本来 ｢なさそうだ｣・
｢なそうだ｣ 間での形の揺れが起こる語ではないが､ 音声として ｢ない｣ が含まれている
ため､ いわゆる ｢ない｣ 型形容詞の類と混同したと考えられる｡
[２] ～ [３]：形容詞接続時の ｢なさそうな｣・｢そうでは (じゃ) ない｣ 間の選択傾向
… [２] →面白い [３] →嬉しい
[４] ～ [６]：｢ない｣ が付く形容詞・連語(７)接続時の ｢なさそうだ｣・｢なそうだ｣ 間の
選択傾向
… [４] →つまらない [５] →もの足りない [６] →すまない
[７] ～ [８]：形容動詞接続時の ｢なさそうだ｣・｢そうではない｣ 間の選択傾向
… [７] →退屈だ [８] →自由だ
結果・分析 まず､ 野田 (2003) に影響を与えている豊田 (1998) において､ 形容詞・形
容動詞 (豊田はイ形容詞・ナ形容詞としている) に接続する ｢そうだ｣ の否定的表現形式
は以下のように現れる傾向があると述べられている｡
・形容詞より形容動詞の方が ｢そうではない｣ の比率が高い｡
・形容詞・形容動詞共に､ 眼前の描写でなく想像の意味が強い文は ｢そうではない｣ の比
率が低い｡
この点について [２] ～ [３] および [７] ～ [８] を用いて確認する｡ 今回のアンケー
トでは､ [[３] 嬉しい] 以外は全て ｢なさそう｣ 系の回答が多かった｡ 唯一 [３] では30
～40代・50代以上において ｢そうでは (じゃ) ない｣ が67％と､ ｢なさそう｣ を上回り､
10代・20代においても４項目の中では最も ｢そうでは (じゃ) ない｣ の割合が大きかった｡
その理由として､ ｢彼女が嬉しそうではない｣ という眼前の描写の文であることが考えら
れる｡ [７] と [８] についても､ 話し手が入院している相手の様子を目で見て述べてい
る [７] の方が､ 両年代層とも若干 ｢そうでは (じゃ) ない｣ の割合が大きくなる｡
続いて､ [４] ～ [６] のいわゆる ｢ない｣ 型形容詞類に接続した際の ｢なさそうだ｣・
｢なそうだ｣ 間の選択傾向であるが､ これは [[４] つまらない] が両年代層とも ｢なそう
だ｣ が優勢でほぼ同じような割合を示し､ [[５] もの足りない] も両年代層ともに約50％
ずつで割れた｡ [[６] すまない] は若年層の方が ｢なそうだ｣ の選択率が高めである｡
｢なさそうだ｣ と ｢なそうだ｣ の揺れに関しては ｢そうだ｣ の接続した語を ｢ない｣ の介
在によってどのように捉えるかが個人ごと・語ごとに異なるために起こるので､ 本研究に
おいては深く掘り下げる必要は無いと判断する｡ ただし今回､ 相対的には ｢なそうだ｣ の
選択率の方が高かった中で考えると [[５] もの足りない] が約50％ずつで割れたという
―  ―
〈  〉
のは ｢なさそうだ｣ の選択率が若干上がっていると捉えることも可能である｡ ｢つまらな
い｣ に比べ ｢もの足りない｣ の方が ｢もの＋足りない｣ さらには ｢足る＋ない｣ という分
解のイメージが湧きやすいために非存在の ｢ない｣ を意識して ｢なさそうだ｣ の形を選ぶ
人が増えたのではないかと解釈している｡
[９] ～ [25]：動詞接続の ｢そうだ｣ の否定的表現形式の選択傾向
… [９] 動詞 ｢すむ｣ を用いての､ [６] すまない (｢ない｣ 型形容詞) と
の比較｡
結果・分析 形容詞 ｢すまない｣ を用いて ｢花びんを割ってしまった彼｣ の申し訳ないと
思っているように感じられる様子を述べる [６] は言うまでもなく描写系用法である｡ 一
方､ 動詞 ｢すむ｣ を用い ｢仕事が今日中に終わらない｣ 可能性の高さを感じさせる現状に
ついて述べる [９] は､ ｢仕事が今日中に終わらない｣ という目で見て捉えられない未来
の事態と現状の時間的近接性を述べているので､ 予測性を有する推量系用法である｡ [９]
は [６] と異なり４つの選択肢があるものの､ ｢そうにない｣ の選択率が半数を超えてい
る｡ これは ｢そうにない｣ が推量系用法を担うという仮説を前向きに捉え得る結果と言え
る｡
… [９]､ [10]､ [12]､ [13]､ [15]：野田 (2003) と同様､ 菊地 (2000) のケース１・
２・４・５に該当すると思われる ｢そうだ｣ について､ 否定的表現形式の
選択に違いがあるのかを確認する｡ ([９]､ [10] →ケース１ [12] →ケー
ス２ [13] →ケース４ [15] →ケース５)
… [11]：[９]・[10] と同じ文構造で､ この場合の ｢すむ (済む)｣ に近い意味の
｢終わる｣ の場合はどうか､ 対比させる｡
結果・分析 一貫して高年層では ｢そうにない｣ の選択率が高い｡ [９]・[10] では野田
(2003) の調査でも見られたように若年層も ｢そうにない｣ の選択率は高めとなっている
が､ [11] から高年層との差が顕著に見られ始める｡ 特に [[13]・[14] 似合う] は実際に
服を目で見て様子を述べているため､ ｢そうにない｣ ではなく ｢な (さ) そうだ｣ が選択
されたと推測される｡ 加えて高年層ではこの [13]・[14] において相対的に ｢そうでは
(じゃ) ない｣ の選択率が増えているのである｡ このことから ｢そうでは [じゃ] ない｣
は ｢そうだ｣ の単純否定として､ 描写系用法つまり〈様態〉用法と結びつきが強いと考え
られる｡ そして､ もしそうだとするならばなぜ若年層は ｢そうでは (じゃ) ない｣ の選択
率がかなり低いという結果なのか｡ これこそが､ 若年層における ｢な (さ) そうだ｣ の勢
力範囲拡大のあらわれではないだろうか｡ また､ ｢な (さ) そうだ｣ が選ばれやすくなる
理由の一つとして､ 野田 (2003) も述べていた ｢いる｣・｢する｣ のような語幹が１音節の
動詞に接続するために､ ｢ない｣ や ｢よい｣ に接続するときと同様 ｢さ｣ が挟まるという
ことも考えられる｡
[16] ～ [19]：菊地 (2000) の各否定的表現形式が用いられやすい文脈を参考に作成した
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野田 (2003) の質問文 [９] ～ [12] を踏まえて､ 回答者に世代差のある
今回はどのようになるのかについての確認
… [16]：｢そうにない｣ が選択されやすいであろう文脈
→ ｢(晴れた空を見て)｣ という状況指定と ｢当分｣ という表現により､ 降る可能性の低さ
が感じられるようにした｡ 菊地 (2000) が相応しい使用場面として ｢『降るという予報だっ
たが』 ／ 『降ってほしいのだが』 という場合｣ を挙げているが､ 『日本国語大辞典』 の
｢そうだ｣ の項にも ｢動詞につく場合の打消表現には､ 『行かなそうだ』 『行きそうでない』
『行きそうにない』 『行きそうもない』 などがある｡ 前の二例は､ 単なる否定的判断である
が､ 後の二例では､ 期待に反して実在､ 実現の困難なことが強調される｡｣ と説明されて
いたことから､ ｢そうにない｣ には期待に反する実現可能性の低さが少なからず関わって
いると考えてよさそうである｡
… [17]：体言 ｢空｣ にかかる連体修飾の形である｡ この場合はどの表現形式が選択
されやすいのか確認する｡ 可能性としては連体形の ｢な (さ) そうな｣ が
選択されやすいのではないかという印象である｡
… [18]：｢な (さ) そうだ｣ が選択されやすいであろう文脈 [野田 (2003)・質問文
[10] に同じ]｡
… [19]：｢そうでは [じゃ] ない｣ が選択されやすいであろう文脈 [野田 (2003)・
質問文 [11] に同じ]｡
… [20]：｢そうでは [じゃ] ない｣ が選択されやすいであろう文脈 [野田 (2003)・
質問文 [12] に同じ]｡ ２.２.４で参照した ｢そうではない｣ の用例分析
で取り上げられている推論否定 [Ｐ＋逆接表現 (｢しかし｣ ｢のに｣ など)
＋Ｑ＋否定] の用例を基に作成した｡
結果・分析 ここでも高年層は一貫して ｢そうにない｣ が多い｡ ここで注目すべきは [19]・
[20] である｡ ｢そうでは [じゃ] ない｣ が選択されやすい文脈で､ 実際に ｢そうでは [じゃ]
ない｣ が選択された率が高かった｡ いわゆる ｢おうむ返し｣ の文と推論否定の文では指摘
通り選択されやすいと言える｡
[21] ～ [24]：２.２.１. 豊田 (1998) の､ 接続する動詞が現在形の時に表す意味によっ
て ｢な (さ) そうだ｣ と ｢そうにない｣ の使い分けが左右されるという論を受け､ 実際に
選択傾向に現れるかどうかの確認
… [21]､ [22]：現在形で現在のことを表す動詞グループ (分かる､ 読める) →動詞
の ｢ない｣ 形から ｢そうだ｣ に接続する ｢な (さ) そうだ｣ が選択
されやすい｡
… [23]､ [24]：現在形で未来のことを表す動詞グループ (建てる､ 結婚する) →動
詞の連用形から ｢そうだ｣ に接続し ｢ない｣ で否定する ｢そうにな
い｣ が選択されやすい｡
結果・分析 ４つの項目全体を通して見ると､ 確かに [21]､ [22] では ｢な (さ) そうだ｣
の選択率が高く､ [23]､ [24] では ｢そうにない｣ の選択率が高かった｡ ただし [[24] 結
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婚する] は若年層において ｢な (さ) そうだ｣ の方が多い｡
[25]：｢そうでは [じゃ] ない｣ の選択率
[20] と同じく､ ｢そうでは [じゃ] ない｣ が選ばれやすいであろう文脈として､ 推論否
定 [Ｑ (～そう) 否定＋ ｢のに｣ ＋Ｐ] (｢ＱならばＰも当然だが､ 実際は､ Ｑではない
のにＰである｣) の用例を参考に作成した｡
結果・分析 ｢そうにない｣ が最も多いが､ 高年層において ｢そうでは (じゃ) ない｣ の
選択率が38%と高く､ 若年層でも13%と健闘している｡
ここまで､ 野田 (2003) や豊田 (1998) の論からさほどずれず､ 指摘されていた通りの
傾向が見られていると考えてよさそうである｡
５.結論
先行する諸研究の整理・分析から､ ｢そうだ｣ の基本的意味は事物の“様子”について
述べることを主眼に置くとするのが妥当だと考えられる｡ よって､ 本研究では ｢そうだ｣
の基本的意味を次のように設定した｡
その上で､ 調査結果を受けて ｢そうだ｣ の各否定的表現形式と用法の対応関係を以下の
ように考える｡
◆ ｢そうだ｣ の各否定的表現形式と用法 (〈推測〉・〈予測〉・〈様態〉(８)) の対応関係
・｢そうにない｣ →主に推量系用法 (〈推測〉・〈予測〉) を担う｡ 接続は動詞のみ｡
・｢そうでは [じゃ] ない｣ (＝ ｢そうだ｣ の純粋な否定的表現形式) →主に描写系用法
(〈様態〉) を担う｡
・ ｢な (さ) そうだ｣ →全用法 (〈推測〉・〈予測〉・〈様態〉) を担うことができる｡
◆動詞接続時の ｢そうにない｣ 類と ｢な (さ) そうだ｣ の選択傾向
アンケートの結果､ ｢そうにない｣ は動詞接続時や推量系用法といった､ 何らかの予測
性がある文脈で特に選択されやすいという従来から指摘される通りの傾向であった｡ 一方､
｢な (さ) そうだ｣ は形容詞・形容動詞・動詞類を問わずに選択される傾向にあった｡ そ
れはこの形が､ ３.１.で述べた通り ｢『そうだ』 の否定形｣ ではなく､ ｢(形容詞・形容動
詞・動詞で表される) ある事態が成立しない｣ ことが推測されるような現状であると判断
する肯定形であるが故に､〈推測〉・〈予測〉・〈様態〉の全用法に馴染むオールマイティー
な性質を持つためと考える｡ 動詞接続時にも ｢な (さ) そうだ｣ は年代を問わず使用され
てはいたが､ 10～20代の若年層に比べ30～40代・50代以上の層は選択率が低い｡ 逆を言え
ば ｢そうにない｣ や ｢そうでは [じゃ] ない｣ の選択率が高かったということになる｡ こ
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ある事物や人の現状が､《話し手にとって非現実 (未確認) の事態と接近している》
様子であることを述べる｡
・・・・・
れは語の使用における年代差の現れであり､ そのように考えると､ やはり ｢な (さ) そう
だ｣ は特に若年層において使用範囲が拡大していると言える｡ 使用範囲拡大の要因として､
前述したような ｢な (さ) そうだ｣ のオールマイティーな性質による使い勝手の良さが考
えられる｡ よって､ この範囲拡大を一種の言語規則の単純化・簡略化と捉えることが可能
である｡
６. おわりに
本研究では､ いわゆる様態の ｢そうだ｣ の否定的表現形式について､ ｢そうだ｣ の本来
的な意味と用法を定めた上でそれらとどのような関係性にあるのか考察した｡
｢な (さ) そうだ｣ が全ての用法を網羅的に担えるという結論に至る際に､ ｢そうでは
[じゃ] ない｣ が描写系用法を担うという観点を得たことは効果としてとても大きかった
と言える｡ ただし ｢そうでは [じゃ] ない｣ が本当に〈様態〉的な用法と結び付いて現れ
るのか､ より多くの用例にあたってみなければならない｡ そして ｢な (さ) そうだ｣ の使
用範囲拡大についても､ およそどれくらいの時期から範囲を広げて使われ始めたのかなど､
更に細かな点にまで研究の及ぶ余地があるだろう｡ また､ 本研究の論を補強するデータと
して､ 実際に用例採集による ｢そうだ｣ の基本的意味と各用法との関係の検証を行うこと
も重要である｡ アンケートについては､ より多くの回答を集めることができればさらに精
密な傾向把握ができたと感じている｡ 今後はフォローアップインタビューも積極的に行っ
ていく必要がある｡
【注】  ｢～な (さ) そうだ｣ は ｢～ない｣ ＋ ｢そうだ｣ の形であり､ 厳密には ｢そうだ｣ そ
のものを否定する ｢『そうだ』 の否定形｣ ではない｡ 本研究では ｢～そう [では／じゃ]
ない｣・｢～そうにない｣・｢～な (さ) そうだ｣ の３形式を ｢『そうだ』 の否定的表現
形式｣ と統一して呼ぶこととする｡  大場 (1999) によれば､ ｢そうだ｣ の各用法には ｢非現実｣ という性格が共通して認
められる｡ ｢非現実｣ という性格を認めることにより､ 次に挙げる [例１] で ｢きれ
いそうだね｣ が言えない理由を､ 話し手が現実に ｢あの娘｣ を見ており彼女がきれい
であることは ｢未確認の事柄｣ ではないためだと説明することができる｡
[例１] (女の子が歩いてくるのを見て) あの娘は､ きれいだね｡ ／*きれいそうだね｡
[大場 (1999) p.88]
[例２] あの人は､ 眉が下がっているので､ いつも悲しそうに見えるね｡ [大場 (1999)
p.85]
[例１] は､ ｢きれいだ｣ という様子が､ 話し手が直接見て思った現実であるため ｢そ
うだ｣ を用いることができないのである｡ また [例２] については､ ｢あの人｣ の
｢眉が下がっている｣ ことは事実であるが､ その外見によって ｢悲しんでいる｣ かの
ように見えるということであって実際に悲しいわけではない｡ よって非現実の事態と
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して ｢そうだ｣ を用いることができる｡ このことから､ ｢そうだ｣ の全用法に ｢非現
実｣ という性格を指摘することが重要であると大場 (1999) は述べている｡  [例３] このまま話し合いを続けても､ 平行線を辿りそうだ｡〈予測〉
[例３´] そのまま話し合いを続けても､ 平行線を辿りそうだった｡
[例３] は単独終止用法で､ 推量系用法の〈予測〉であるが､ [例３´] のように ｢そ
うだった｣ の形で用いられると､ その含意が薄れて描写系用法に近づくように感じら
れる｡ 大場 (1999) はその理由について､ ｢そうだった｣ という形は発話時点以前で
の推測・予測であることを表すため ｢発話時に結果が分かっていれば､ わざわざ推測・
予測を述べる必要性が低く｣ なり､ 推量の含意より描写の含意を感じさせやすくなる
のだろうとしている｡  [調査対象] 1988・89年の日本語教育学会の日本語教育研修の受講生 (平均15名) と
1993年の明海大学の日本人学生 (78名) ｡
[方法] 記入方式や選択肢方式｡ 選択肢は複数選択｡ 記入方式では ｢わけがない｣ の
ような期待はずれの形が出るため､ きれいな集計結果の数字が出ない場合が多い｡ 豊
田 (1998) で提示されている例も紙面の都合上､ 典型的な例の一部のみとなっている｡  〈寸前〉・〈非実〉用法の ｢そうだ｣ を否定的表現形式にすることは形式上可能ではあ
るが､ [例４´] は単に眼前の状態を述べる〈様態〉との差が不明瞭になり､ [例５´]
はそもそも〈非実〉の特徴である ｢実際はそうではないことを知った上で､ 比喩的に､
あるいは誇張して述べる｣ 用法は肯定形でなければ機能しない｡ よって､ ｢そうだ｣
の否定的表現形式における描写的用法は自動的に〈様態〉のみになる｡
[例４] (風呂の湯がほとんどいっぱいなのを見て) お湯があふれそうだよ｡〈寸前〉
(８・再掲)
[例４´] (風呂の湯量を見て) お湯があふれそうではないよ｡
[例５] (重い鞄を長い間もっていたので) 手がもげそうだ｡〈非実〉(９・再掲)
[例５´] (重い鞄を長い間もっていたが) 手がもげそうではない｡  今回のアンケートでは対象者の年代を20代と30代で区切ったが､ これは対象者のうち
学生が含まれていなかったのが30代以上であり､ 学校という特殊な社会内では一般社
会で使用されるもの以外に特有の言語形式が生まれる可能性があるという理由と､ 所
謂 ｢若者言葉｣ と呼ばれるような新しい言語形式 (ネットスラング等も含む) に最も
触れる機会の多い世代が10～20代であろうという予想から､ 様々な言語形式に影響さ
れやすい年齢を20代までと設定したことによる｡  『広辞苑 第五版』 において ｢連語｣・｢慣用句｣ 区分のものとした｡   に同じ｡
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